単元指導計画　　小６　  Hi, friends!２　Lesson６　What time do you get up? １日の生活を紹介しよう　　　　　　　   　　    　[全５時間]　　　　　　　　　　　　　　　　
	単元の指導目標
	　一日の生活についての時刻を尋ねる活動を通して，世界には時差があることに気付き，時刻を尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しみ，積極的に自分の一日の生活を紹介したり，友達の一日の生活を聞きとったりしながらコミュニケーションを図ろうとする態度を育てる。


	時
	１
	２
	３　　　Good job！シート

	ね

ら

い
	１～６０の数の言い方を知り，数字の表現のルールに気付き，時刻の尋ね方や答え方の表現に慣れ親しむ。
	　世界の時刻を尋ねる表現に慣れ親しみ，世界には時差があることに気付く。
	メモリーゲームやおはじきゲーム,Mr. Xを探せゲーム通して，生活を表す表現に慣れ親しみ，進んでコミュニケーションを図ろうとする。

	英語表現
	１～６０,

What's time is it?  It's seven o'clock.
	What's time is it in New York? It's six. go to school at ~, study at school, get up at ~, be quiet, go to bed at ~, take a bath at ~, eat dinner, play soccer, 
	get up, play basketball, eat dinner, swim, take a bath, watch TV

clean my classroom, play the piano, go home, eat breakfast, go to school, study at school, play soccer, go to bed, eat lunch, study at home　　What time do you get up?

	学

習

活

動


	1.Warm-up

　歌「Ten Steps」を歌う

2.ALT’s Time　ウ①
　ALTの好きな２桁の数字とそれに関わる思い出を聞く。

3.Activity   イ①

                                   　　　　

(1)ナンバーゲームをする。（p.22  Let's Play1)

・ALTの１～６０の数の言い方を聞いた後，数の言い方の
ルールで気付いたことを発表し合う。

　１～６０の数の言い方を確認した
　後，ALTの発音を全員で繰り返す。

(2)グループごとに６０ゲームをする。

(3)針の動く時計（算数教具）で時間

　を変えて時刻を言う。


(3)時計に針や数字を書く。　(p.22  Let's Listen1)

(4) 「Lunch timeはまだ？ゲーム」をする

・グループで輪になり，人数より２つ少ないおはじきを 真ん中に置く。全員でキーマンに時刻を聞く。キーマンは好きな刻を答える。It's lunch time.と答えたらおはじきを取る。


4.Evaluation
	1.Warm-up

　HRT,ALTの一日を予想して，インタビューをしよう。
（p.23  Activity1）
2.ALT’s Time 
　日本時間を示し，その時刻はALTの出身国では何時で，
小学生は何をしているか話す。

3.Activity   ウ②，イ②                                      　　　　


(1)インターネットのリアルタイムを使って，日本の現在の
時刻は世界の様々な国で何時か知る。ウェブカメラを通
してリアルタイムの海外の様子を見る。


(2) 世界の時刻の基準は，イギリスの天文台にあること，そ
こを基準にして，経度が15度ずれると1時間時差があるという説明を聞く。
(3) p.24  Let's Listen3
・Let's Listen3に出てきた世界の都市と日本の時刻の時差は何時間か考える。日付変更線の意味や位置を知る。
(4)ALTがニューヨークで生活していると仮定して１日の生活を聞き，時刻をワークシートにメモする。その時刻の横に時差を計算して日本時間を書く。
4.Evaluation
	1.Warm-up

　歌「Ten Step」を1～60までの数をあてはめて歌う。

　グループで６０ゲームをする。

2.ALT’s Time  
・ALTの国ではユニットバスを使い，日本の入浴の仕方と
違うことを知る。

3.Activity　イ③，ア①

(1) ALTのジェスチャーや絵カードを見ながら，一日の生活
で使ういろいろな動作の言い方を知る。

(2)おはじきゲームをする(p.22  Let's Play2)

(3)メモリーゲームをする。

・巻末児童絵カードを用意し，４文～８文の生活の表現と
それを行った時刻を聞き取る。時刻順に絵カードを並べ
替える。

　

(4) Chantで基本文の表現に親しむ。(p.24  Let's Chant)
(5) 「Mr. Xを探せ」ゲームをする。

4.Evaluation
・Good job！シートで振り返る。

	評価
	イ①（観察）

ウ①（発表）
	イ②（観察）

ウ②（発表）（ワークシート）
	ア①（観察）（ワークシート）
イ③（観察）


	時
	４
	５　　　　　　　　　　　　Good job！シート

	ねら

い
	　インタビューゲームを通して，友達の起床・登校・就寝時刻を尋ねたり答えたりして，楽しくコミュニケーションを図ろうとする。
	　外国と日本の小学生の一日の過ごし方の違いに気付き，インタビューゲームを通して生活を表す表現に慣れ親しみ，相手の話に反応しながらコミュニケーションを図ろうとする。

	英語表現
	
	

	学

習

活

動


	1.Warm-up

　Chantで時刻の尋ね方に慣れ親しむ。(p.24  Let's Chant)

2.ALT’s Time 

 ALTの起床・登校・就寝時刻についてHRTがインタビュー

をする。
3.Activity  イ④，ア③

 (1)おはじきゲームで行動を表す表現を慣れ親しむ。　　(p.22  Let's Play2)

(2) Chantで基本文の表現に慣れ親しむ。(p.24  Let's Chant)

(3) ALTのリピート，または　電子教材　ロールプレイグスキットで慣れ親しむ。(p.24)

(4)p.23  Activty1をする。

(5)インタビューゲームをする。

 

4.Evaluation
	1.Warm-up
　Chantで時刻の尋ね方に慣れ親しむ。(p.24  Let's Chant)

　ミッシングゲーム　一日の生活の動作を表す表現カードを使う。

2.ALT’s Time  ウ③
　HRTとのやり取りで，ALTの出身国の小学生の放課後や，夕食後の過ごし方を聞く。
3.Activity   ア④ 

(1)さくらの行動を確認する(p.23  Let's Listen2)

(2)メモリーゲームで動作を表す表現に慣れ親しむ。

 　HRTとALTのモデルスキットを見て課題をつかむ。

(3)インタビューゲームをする。

　自分の生活について分からない表現はALTに聞く。



(4)インタビューした友達の情報を伝え合う。

4.Evaluation
・Good job！シートで振り返る。

	評価
	ア②（観察）

イ④（観察）
	ア③（観察）（ワークシート）

ウ③（発表）


	[単元における評価の観点]

	ア　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝへの関心・意欲・態度
	イ　外国語への慣れ親しみ
	ウ　言語や文化に関する気付き

	①生活を表す表現を使って，進んでコミュニケーションを図ろうとしている。

②進んで友達の起床，登校，就寝の時刻を尋ねたり，答えたりし
　ようとしている。

③帰宅してからの生活を尋ねたり，答えたりして，相手の話に反

応しながらコミュニケーションしようとしている。
	①１～６０の言い方や時刻の尋ね方答え方に慣れ親しんでいる。

②世界の時刻の尋ね方や答え方に慣れ親しんでいる。

③おはじきゲームや，メモリーゲームで生活を表す表現に慣れ親しん

でいる。

④何時に何をするか尋ねたり表現や答えたりする表現に慣れ親しんでいる。
	①13～19にはteenの音が付き，20,30・・にはtyの音が付くこと

 や15,50はfifになることに気付いている。

②世界の時刻に興味をもち，世界には時差があることに気付いている。

③外国本の小学生の一日の過ごし方の違いを知り，文化の違いに気付いている。


　１～６０の数の言い方を知り，「Lunchtimeはまだ？ゲーム」をしよう。





　自分の出席番号で


立つ，３の倍数２の


倍数で手をたたく，


など変化をもたせな


がら繰り返す。








グループで輪になり，１～順に数字を１～３個いう。６０を言った人が負け。





T1: What time is it?


S : It's seven .


 





S1:(グループメンバー全員) What time is it now?


S 2: (キーマン)It's seven .


S1:(グループメンバー全員) What time is it now?


S 2: (キーマン)It's lunch time .











慣れてきたら，何時何分を言ってもよい。





日本の時刻と世界の時刻を比べよう。





T1: What time is it in London?


S: It's seven.（リアルタイムに表示されたロンドンの時刻を答える）





実際はニューヨークの時刻は日本の時刻から，１４時間遅れているが，１０時間足せば時刻を知ることができることに気付かせる。





行動する時刻の尋ね方を知り，Mr. Xを探せゲームをしよう。





何回か行った後，HRTが尋ねて，ALTが答えるようにして，What time do you get up?と行動する時刻を尋ねる表現を聞かせて、慣れ親む。





T1: I get up at seven.


T1:I go to school at eight.


T1:I go home at four


T1:I play basketball at five..








S1,S2は自分の指令書に書かれている行動と時刻を答える。互いに情報を交換し合う。HRTが指令書の中から１枚Mr. Xを選び，誰だったか


尋ねる。





S1: I play basketball.


S2: What time do you play basketball?


S1:At four. 


S2: I watch TV.


S1: What time do you watch TV?


S2:At seven.











　インタビューで情報を集めて，起床，登校，就寝時刻の，みんながもっとも多い時刻を当てよう！





　２つグループに分け，インタビューする側，答える側に役割分担する。前半と後半で役割を交代する。


　または，２重円になり，内側の人は答える人，外側の人はインタビューする人になり，順に会話する相手を変えていく。





S1:What time do you get up?


S2:I get up at six thirty.


S1: What time do you go to school?


S2:I go to school at seven thirty.


S1: What time do you go to bed


S2:I go to bed at ten





帰宅後の過ごし方を伝え合おう！





S1:What do you do after school?


S2:I play baseball


S1:What time do you play baseball?


S2:At four.


S1:What do you do after dinner?


S2:I watch TV.


S1:What time do you watch TV?


S2:At eight.





Oh！Me, too.など反応する言葉を入れられるとよい。





　聞き取ったことをメモするワークシートを用意する。メモをもとに自分がインタビューした友達の放課後の過ごし方をグループの中で紹介し合えるようにする。








